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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（１０）生態系注目種調査 １）ミサゴ

○越冬期における日別の最大確認個体数は平成24年度には２～11個体、平成25年度には１～９
個体、平成26年度には１～11個体であった。

○繁殖期における日別の最大確認個体数は平成25年度には１～11個体、平成26年度には３～
20個体であり、繁殖初期の５月から繁殖が終わった７月に個体数が多かった。

ミサゴ注1) 日別最大個体数は、各調査日における最大同時確認個体数を示す。
注2) 種の写真は調整池、諫早湾あるいは有明海のいずれかで確認された個体である。
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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（１０）生態系注目種調査 ２）チュウヒ

○平成24年度から平成26年度の調査期間を通じて、日別の確認個体数は、越冬期に3～17個体、
繁殖期に1～7個体であった。

○性別・齢が確認できた限りでは、越冬期、繁殖期ともに様々な性別、齢の個体利用が確認され
た。

チュウヒ
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注1) 種の写真は調整池、諫早湾あるいは有明海のいずれかで確認された個体である。
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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（１０）生態系注目種調査 ３）ハヤブサ

ハヤブサ
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平成26年度 繁殖期平成25年度 繁殖期
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○平成24年度から平成26年度の調査期間を通じて、日別の確認個体数は、越冬期に0～5個体、
繁殖期に0～5個体が確認された。

○性別・齢が確認できた限りでは、越冬期、繁殖期ともに様々な性別、齢の個体利用が確認され
た。

注1) 種の写真は調整池、諫早湾あるいは有明海のいずれかで確認された個体である。
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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（１０）生態系注目種調査 ４）ツル類

マナヅル（左）、ナベヅル（右）

森山干拓地

赤崎新地

吾妻干拓地

中央干拓地

地点2

地点5

地点3

地点1

地点7

地点4

中央干拓地

小江干拓地

森山干拓地

調査地点位置図

○調整池周辺におけるツル類（マナヅル、ナベヅル）の越冬個体数は、マナヅルが平成24年度～平
成26年度ともに12月～2月に多く、ナベヅルは平成24年度が1月～2月、平成25年度が12月～1月、
平成26年度が1月～3月に多かった。

○平成24年度のマナヅルの餌場としての利用場所は、森山干拓地が多かった。ねぐらは月によって
異なり、12月、１月は牛口名前面干陸地、２月は森山干拓地であった。平成25年度、平成26年度
については、中央干拓地を中心に餌場として利用していた。ねぐらは平成25年度が牛口名前面干
陸地、平成26年度が牛口名前面干陸地、仁反田川河口左岸、森山干拓地等であった。

○平成24年度のナベヅルの餌場としての利用場所は、中央干拓地、森山干拓地のほか赤崎新地で
あった。ねぐらは仁反田川河口左岸であった。平成25年度、平成26年度については、中央干拓地、
森山干拓地、吾妻干拓地を中心に餌場として利用していた。ねぐらは平成25年度が仁反田川河
口左岸、平成26年度が仁反田川河口左岸、森山干拓地前面の浅瀬であった。

小江干拓地

牛
口
名

仁
反
田
川

吾妻干拓地

マナヅルの餌場の利用場所

ナベヅルの餌場の利用場所

平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成24年度 平成25年度 平成26年度

月 　 12月 1月 2月 3月

日 17日 18日 19日 23日 24日 25日 18日 19日 20日 4日 5日 6日

個体数 4 4 4 21 15 15 27 27 28 0 0 0

月 11月 12月 1月 2月 3月

日 27日 28日 29日 18日 19日 20日 8日 9日 10日 10日 11日 12日 3日 4日 5日

個体数 0 0 0 7 7 5 9 9 9 41 41 60 0 0 0

月 　 12月 1月 2月 3月

日 17日 18日 19日 22日 23日 24日 26日 27日 28日 9日 10日 11日 2日 3日 4日

個体数 0 0 0 4 4 4 87 87 87 2 2 2 0 0 0

月 11月 12月 1月 2月 3月

日 17日 18日 19日 22日 23日 24日 26日 27日 28日 9日 10日 11日 2日 3日 4日

個体数 19 16 25 34 34 34 53 53 53 55 54 54 73 41 41

月 11月 12月 1月 2月 3月

日 27日 28日 29日 18日 19日 20日 8日 9日 10日 10日 11日 12日 3日 4日 5日

個体数 45 39 33 52 48 52 46 46 46 30 32 32 16 16 16

月 11月 12月 1月 2月 3月

日 17日 18日 19日 22日 23日 24日 26日 27日 28日 9日 10日 11日 2日 3日 4日

個体数 19 16 25 34 34 34 53 53 53 55 54 54 73 41 41

注1) 種の写真は調整池、諫早湾あるいは有明海のいずれかで確認された個体である。
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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（12）漁業生産 １） 漁業種類毎の漁場と代表種（諫早湾干拓事業の潮受堤防の排水門の開門調査に係る環境影響
評価における予測対象種）

漁業種類

諫早湾干拓事業の潮受堤防の排水門の開門調査に係る環境影響評価で

選定した代表種

（漁業種類毎の主な漁獲物から最も漁獲量が多いものを標準和名で整理）

漁業種類別漁場位置

有明海湾奥部 有明海湾央部 有明海湾口部
諫早湾及びそ
の周辺海域

漁

船

漁

業

小型底びき網（じょれん） サルボウ ○ ○ ○

小型底びき網（えびこぎ網） クルマエビ ○ ○

小型底びき網（しお打瀬網） － ○

船びき網（吾智網） － ○

袋待網（あんこう網） シバエビ ○ ○ ○ ○

固定式刺網（浮刺網） エツ ○ ○ ○

固定式刺網（底刺網） あかしたびらめ ○ ○ ○ ○

流し網（浮流し網） スズキ ○ ○ ○ ○

流し網（底流し網） シロギス ○ ○ ○

流し網（えび流し網） シバエビ ○ ○ ○ ○

流し網（源式網） クルマエビ ○ ○ ○ ○

小型定置網 コノシロ ○ ○ ○ ○

はえ縄 トラフグ ○ ○ ○ ○

釣 スズキ ○ ○ ○ ○

採貝漁業 アサリ ○ ○ ○ ○

潜水器漁業（たいらぎ漁） タイラギ ○ ○ ○

かご漁業（あなごかご） シャコ ○ ○ ○ ○

かご漁業（いかかご） コウイカ ○ ○ ○ ○

かご漁業（かにかご） ガザミ ○ ○ ○ ○

かご漁業（たこつぼ） マダコ ○ ○ ○ ○

たこ縄（いいだこ漁） イイダコ ○ ○ ○ ○

養

殖

業

かき類養殖業 マガキ マガキ ○ ○ ○

のり類養殖業 のり類 のり類 ○ ○ ○

わかめ類養殖業 わかめ類 － ○ ○

こんぶ類養殖業 こんぶ類 － ○

○有明海の漁船漁業については、小型底びき網、船びき網、袋待網、固定式刺網、流し網、小型定置網、はえ縄、釣、採貝漁業、潜水
器漁業、かご漁業及びたこ縄が操業されている。

○養殖業については、マガキ、のり類、わかめ類、こんぶ類が養殖されている。

有明海で操業されている漁業種類と代表種及び主な漁場位置

備考）代表種欄の“-”は設定なし。
出典）「諫早湾干拓事業の潮受堤防の排水門の開門調査に係る環境影響評価書 概要版」(p.53～p.54）をもとに作成
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漁業生産調査における月別・漁業種類別の操業漁家数

（12）漁業生産 ２）調査概要

○有明海及び諫早湾における漁船漁業及び養殖業の状況を把握するため、漁業種類別の漁家を標本とした操業日誌をもとに、平成24年
12月から漁業種類別及び魚種別の漁場範囲、漁獲量、漁獲努力量並びに養殖業種類別の収獲量等を調査した。

○調査結果は、有明海の1分格子（東西方向約1.5km、南北方向約1.8km）のメッシュ図としてとりまとめた。

※船びき網（吾智網）、わかめ類養殖業、こんぶ類養殖業は諫早湾干拓事
業の潮受堤防の排水門の開門調査に係る環境影響評価の予測対象外

※採貝漁業は、あさり漁、さるぼう漁。

諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》
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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（12）漁業生産 ３）漁船漁業：代表種の漁業種類別の漁獲量比率及びCPUE（単位漁獲努力量当たり漁獲量）

①スズキ（諫早湾内を漁場としている回遊性魚介類の代表種）

スズキの漁場及び生息域

スズキ生息分布

産卵場
生息場(未成魚期)
生息場(成魚期)

スズキの漁場

スズキの漁業種類別の漁獲量比率

注）スズキの産卵場及び生息場は「諫早湾
干拓事業の潮受堤防の排水門の開門
調査に係る環境影響評価書」、漁場は
「平成22年度 農地等整備・保全推進環
境調査漁業状況調査業務報告書」をも
とに作成釣（有明海湾奥部）におけるスズキのCPUE

○平成24年12月～平成27年3月において、スズキは主に釣、浮流し網及び浮刺網で漁獲されていた。スズキの釣（有明海湾奥部）における
1操業当たりの漁獲量（ＣＰＵＥ）は、約2～13kg/操業であり、平成25年11月が最も多かった。

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
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H24.12

H26.1H25.7

H25.1

釣（有明海湾奥部）におけるスズキのCPUEの分布

諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

○スズキの漁場は、有明海湾奥部から湾口部にかけて有明海に広く形成されていた。釣（有明海湾奥部）におけるスズキのCPUEは、全般
に有明海湾奥部から湾央部西部沿岸域で高い傾向がみられた。

スズキの漁場（諫早湾内を漁場としている回遊性魚介類の代表種） ①

H25.2 H25.3 H25.4 H25.5 H25.6

H25.8 H25.9 H25.10 H25.11 H25.12
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釣（有明海湾奥部）におけるスズキのCPUEの分布

諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

○スズキの漁場は、有明海湾奥部から湾口部にかけて有明海に広く形成されていた。釣（有明海湾奥部）におけるスズキのCPUEは、全般
に有明海湾奥部から湾央部西部沿岸域で高い傾向がみられた。

スズキの漁場（諫早湾内を漁場としている回遊性魚介類の代表種） ②

H26.2 H26.3 H26.4 H26.5 H26.6 H26.7 H26.8

H26.9 H26.10 H26.11 H26.12 H27.1 H27.2 H27.3
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底刺網

諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（12）漁業生産 ３）漁船漁業：代表種の漁業種類別の漁獲量比率及びCPUE（単位漁獲努力量当たり漁獲量）

②あかしたびらめ（諫早湾内を漁場としている底生性魚介類の代表種）

あかしたびらめの漁業種類別の漁獲量比率

あかしたびらめの漁場及び生息域

あかしたびらめ生息分布

生息場(稚仔期)

生息場(成魚期)

あかしたびらめの漁場
(デンベエシタビラメ、コウライアカシタビラメ、

イヌノシタの3種が混じった漁場）

注）あかしたびらめの生息場は「諫早湾干拓
事業の潮受堤防の排水門の開門調査
に係る環境影響評価書」、漁場は「平成
22年度 農地等整備・保全推進環境調
査漁業状況調査業務報告書」をもとに作
成

○平成24年12月～平成27年3月において、あかしたびらめは主に底刺網で漁獲されていた。あかしたびらめの底刺網における１網当たりの
漁獲量（CPUE）は、約0.0～3.5kg/網であり、平成25年、平成26年ともに6月が高かった。

固定式刺網（底刺網）におけるあかしたびらめのCPUE

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
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H24.12

H26.1

底刺網におけるあかしたびらめのCPUEの分布

H25.4 H25.5 H25.6

諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

○あかしたびらめの漁場は、有明海湾奥部から湾口部にかけて点在して形成されていた。底刺網におけるあかしたびらめのCPUEは、全般
に有明海湾央部で高い傾向がみられた。

あかしたびらめの漁場（諫早湾内を漁場としている底生性魚介類の代表種） ①

H25.1 H25.2 H25.3

H25.7 H25.8 H25.9 H25.10 H25.11 H25.12
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底刺網におけるあかしたびらめのCPUEの分布

H26.2

諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

○あかしたびらめの漁場は、有明海湾奥部から湾口部にかけて点在して形成されていた。底刺網におけるあかしたびらめのCPUEは、全般
に有明海湾央部で高い傾向がみられた。

あかしたびらめの漁場（諫早湾内を漁場としている底生性魚介類の代表種） ②

H26.3 H26.6H26.5H26.4

H26.10H26.9

H26.8H26.7

H26.11 H26.12 H27.1 H27.2 H27.3
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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（12）漁業生産 ３）漁船漁業：代表種の漁業種類別の漁獲量比率及びCPUE （単位漁獲努力量当たり漁獲量）

③アサリ（諫早湾内を漁場としている貝類の代表種）

採貝漁業の漁場

採貝の漁場
漁業日誌の漁場
既往文献の漁場

○平成24年12月～平成27年3月において、アサリは採貝漁業で漁獲されていた。アサリの採貝漁業における1時間当たりの漁獲量（ＣＰＵＥ）は、
約1～15kg/時間であり、平成25年、平成26年は6月、平成27年は3月が高かった。

アサリの漁業種類別の漁獲量比率

注）採貝の漁場は「諫早湾干拓事業の潮受
堤防の排水門の開門調査に係る環境影
響評価書」をもとに作成

採貝漁業（あさり漁）におけるアサリのCPUE

注）平成25年10月は操業なし
Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
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H25.7

H24.12

H26.1

H25.1

採貝漁業におけるアサリのCPUEの分布

諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

○アサリの漁場は、採貝漁業（アサリ漁）の漁場と一致しており、有明海沿岸の漁業権区域内に形成されていた。採貝漁業におけるアサリ
のCPUEは、全般に諫早湾北部沿岸域で高い傾向がみられた。

アサリの漁場（諫早湾内を漁場としている貝類の代表種） ①

H25.2 H25.3 H25.4 H25.5 H25.6

H25.8 H25.9 H25.10 H25.11 H25.12

   共同漁業権 

   区画漁業権（貝類）

- 228 -



採貝漁業におけるアサリのCPUEの分布

諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

○アサリの漁場は、採貝漁業（アサリ漁）の漁場と一致しており、有明海沿岸の漁業権区域内に形成されていた。採貝漁業におけるアサリ
のCPUEは、全般に諫早湾北部沿岸域で高い傾向がみられた。

アサリの漁場（諫早湾内を漁場としている貝類の代表種） ②

H26.2 H26.3 H26.6H26.5H26.4

H26.10H26.9

H26.8H26.7

   共同漁業権 

   区画漁業権（貝類）

H26.11 H26.12 H27.1 H27.2 H27.3
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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（１）潮風害（飛来塩分量）

風向（4方位）毎の月別風速別出現回数（時間値） （観測地点；長崎県農林技術開発センター）

１）調査期間の風況

○調査期間（H24年12月～H27年3月）は、風速5m/s以下、5m/s以上ともに、南西風の出現回数が多かった。
次いで、南東風、北西風の出現回数が多く、飛来塩分の影響を受けやすい北東風の出現回数は比較的少な
かった。

２．陸域の調査

注）上図における各月の集計期間は次頁の飛来塩分量の調査期間に対応している。

長崎県

農林技術開発センター

注）風向・風速結果は、「長崎県農林技術開発センター」

で観測されたデータを使用している。
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調査期間区分

諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

調査期間区分

（１）潮風害（飛来塩分量）

２）飛来塩分量①

○調査期間（H24年12月～H25年8月）の方向別の飛来塩分量は、出現回数が多かった南西方向、及び北西方
向でやや高い傾向がみられた。

湯江・宇良地区 Ａ地点 平成小江干拓 Ｂ地点 平成中央干拓 Ｃ地点 森山地区 Ｄ地点 吾妻地区 Ｅ地点

湯江・宇良地区 Ａ地点 平成小江干拓 Ｂ地点 平成中央干拓 Ｃ地点 森山地区 Ｄ地点 吾妻地区 Ｅ地点

月別の方向（4方位）別飛来塩分量（mg/100cm2)

A
B

C

D E

長崎県

農林技術開発センター

注）風向・風速結果は、「長崎県農林技術開発センター」

で観測されたデータを使用している。

調査期間区分

湯江・宇良地区 Ａ地点 平成小江干拓 Ｂ地点 平成中央干拓 Ｃ地点 森山地区 Ｄ地点 吾妻地区 Ｅ地点
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平成24年12月通常時〔12/14～1/24〕

平成25年1月通常時〔1/24～2/14〕

平成25年2月通常時〔2/14～3/4〕

平成25年3月通常時〔3/4～3/29〕

平成25年4月通常時〔3/29～4/23〕

平成25年5月通常時〔4/23～5/27〕

平成25年6月通常時〔5/27～6/19〕

平成25年7月通常時〔6/22～7/30〕

平成25年8月通常時〔7/30～8/30〕
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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（１）潮風害（飛来塩分量）

２）飛来塩分量②

○調査期間（H25年9月～H26年5月）の方向別の飛来塩分量は、出現回数が多かった南西方向、及び北西方向
でやや高い傾向がみられた。

月別の方向（4方位）別飛来塩分量（mg/100cm2)

A
B

C

D E

長崎県

農林技術開発センター

注）風向・風速結果は、「長崎県農林技術開発センター」

で観測されたデータを使用している。

調査期間区分

調査期間区分

湯江・宇良地区 Ａ地点 平成小江干拓 Ｂ地点 平成中央干拓 Ｃ地点 森山地区 Ｄ地点 吾妻地区 Ｅ地点

湯江・宇良地区 Ａ地点 平成小江干拓 Ｂ地点 平成中央干拓 Ｃ地点 森山地区 Ｄ地点 吾妻地区 Ｅ地点

調査期間区分

湯江・宇良地区 Ａ地点 平成小江干拓 Ｂ地点 平成中央干拓 Ｃ地点 森山地区 Ｄ地点 吾妻地区 Ｅ地点
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0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

平成25年9月通常時〔9/3～10/1〕

平成25年10月通常時〔10/10～10/24〕

平成25年11月通常時〔10/30～12/6〕

平成25年12月通常時〔12/6～1/7〕

平成26年1月通常時〔1/7～2/3〕

平成26年2月通常時〔2/3～3/4〕

平成26年3月通常時〔3/4～3/19〕

平成26年4月通常時〔3/19～4/17〕

平成26年5月通常時〔4/17～5/9〕
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諫早湾干拓事業 《Ⅱ 調査結果の概要》

（１）潮風害（飛来塩分量）

２）飛来塩分量③

○調査期間（H26年6月～H27年3月）の方向別の飛来塩分量は、出現回数が多かった南西方向、及び北西方向
でやや高い傾向がみられた。また、H26年6月～8月は、飛来塩分量は少なかった。

月別の方向（4方位）別飛来塩分量（mg/100cm2)

A
B

C

D E

長崎県

農林技術開発センター

注）風向・風速結果は、「長崎県農林技術開発センター」

で観測されたデータを使用している。

調査期間区分

調査期間区分

湯江・宇良地区 Ａ地点 平成小江干拓 Ｂ地点 平成中央干拓 Ｃ地点 森山地区 Ｄ地点 吾妻地区 Ｅ地点

湯江・宇良地区 Ａ地点 平成小江干拓 Ｂ地点 平成中央干拓 Ｃ地点 森山地区 Ｄ地点 吾妻地区 Ｅ地点

調査期間区分

湯江・宇良地区 Ａ地点 平成小江干拓 Ｂ地点 平成中央干拓 Ｃ地点 森山地区 Ｄ地点 吾妻地区 Ｅ地点

17.07 16.23

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

0.0
2.5
5.0
7.5

10.0

北東

南東南西

北西

平成26年6月通常時〔5/9～6/5〕

平成26年7月通常時〔6/5～7/1〕

平成26年8月通常時〔8/11～9/1〕

平成26年9月通常時〔9/1～9/23〕

平成26年10月通常時〔10/15～11/6〕

平成26年11月通常時〔11/6～12/2〕

平成26年12月通常時〔12/2～1/6〕

平成27年1月通常時〔1/6～2/2〕

平成27年2月通常時〔2/2～3/2〕

平成27年3月通常時〔3/2～3/23〕
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